
平成２２年度 校内研究の概要

Ⅰ 研修目標

全職員共通理解のもとに一体となって研修できる体制作りに努めるとともに，自主的・創造的な

子どもを育成するための実践的研修を進める。

Ⅱ 研修の努力点
(1) 職員の学習指導上の問題が解決され，自主的・創造的子どもの育成に結びつく，授業を通し

た実践的な研修を進める。

(2) 全職員が主体的に参加できる研修組織作りに努める。

(3) 指導者を学校内外に求め（講師招聘），研修内容の充実を図る。

(4) マネージメントサイクル ＰＬＡＮ(計画)ＤＯ(実践)ＣＨＥＣＫ(評価)ACTION(改善)を

生かした研修を進める。

(5) 幅広い視野に立った研修を進める中にも，研究主題を設定し視点を持った取組を進める。

Ⅲ 研究について
１ 研究主題

コミュニケーション能力を育む「楽しい英語活動」の創造（２年次）

～自分自身のことについて表現しようとする力の育成～

２ 主題設定の理由

(1) 時代の要請から

現在の経済，社会の様々な面でグローバル化が急激に進展し，人や物の流れだけでなく，情報な

どの国境を越えた活動が活発になり，国際的な相互依存関係が強まっている。こうした状況下で絶

えず国際社会を生きるという広い視野をもつとともに，国際的な理解と協調は不可欠となってくる。

そのような態度を育成するために，国際共通語として最も中心的な役割を果たす「英語」の活動を

通して，コミュニケーション能力を育むことは，意義のあることといえる。

(2) 新学習指導要領から

小学校５・６年において「外国語活動」が新設され，平成２３年度から完全実施となる。本年度

は，移行期最終年となり，外国語活動のねらいに即した指導計画や授業展開がなされているか，課

題や問題点を出し合い，英語活動における授業イメージの共有化を図るのによい機会といえる。

(3) 学校教育目標から

本校の教育目標は，「自主性・創造性に富み，生きる力と優しさを備えた実践力のあるたくまし

い子どもを育成する」である。この目標を達成するために「体験活動を通した豊かな心とたくまし

い行動力の育成」を重点の一つに掲げている。英語活動に絞って研究を進めることで，コミュニケ

ーションを中心とした表現活動を充実させることが，本校の教育目標の具現化の一つにつながって

いくものと考える。

(4) 児童の実態から

本校では，平成１６年度から総合的な学習の時間・学級活動において「英語活動」を実施してお

り，平成２０年度は，１・２年生は年間７時間，３・４年生は１５時間，５・６年生は３５時間取

り組んできた。その結果，英語活動に対する興味・関心が高まり，英語活動が好きと感じている児

童も多い。しかし，内容が難しくなるにつれ，英語活動に対して抵抗感を感じている児童も多く，

特に，高学年に多い傾向にある。

以上(1)(2)(3)(4)から研修主題を設定した。

３ 研究主題について
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平成２０年３月に告示された「学習指導要領」では，外国語活動の目標を次のように掲げている。

この目標をもとに，本校では，１年目に「コミュニケーション能力を育む『楽しい英語活動』の創

造～英語活動における授業イメージの共有化～」を研究主題にして取り組んだ。その結果，以下のよ

うな成果及び課題が挙げられた。

＜成果＞

○ １単位時間の授業の展開について共通理解し，統一した指導計画を作成することができた。

○ 担任とＡＥＡともにそれぞれの役割分担がはっきりした。

○ 模擬授業を行ったり，ＡＥＡに指導のポイントを教わったりすることで，英語活動における

具体的な指導法について知ることができた。（チャンツ，スキットなど）

＜課題＞

○ 教師のさらなるスキルアップ（クラスルームイングリッシュの活用）

○ コミュニケーション能力を高める指導法

○ 英語に苦手意識をもつ子どもたちが依然として多い。

このことから，英語活動における授業イメージの共有化は，ある程度図ることはできたが，

子どもたちが英語を使い，自信をもってコミュニケーション活動ができなかったり，コミュニ

ケーション能力を高める指導法の研究が不十分だったりした。

そこで２年目は，チャンツやゲームなどの楽しい活動を通して，学習意欲を高めていく工夫を大

切にしながらも，より実際に近いコミュニケーションの場面を設定し，自分自身のことについて表

現しようとする力を高めていくような学習の工夫をしていく。そして，英語を使って自分の言いた

いことを伝えることができたという達成感や自信を味わい，英語をもっと話したい，学びたいとい

う意欲を高めてくこととする。

４ 研究の仮説及び視点

【仮説】

コミュニケーションを図る必要感をもたせる指導の工夫を行ったり，外国語活動に関する

環境・整備を適切に行ったりすれば，子どもは，自分自身のことを表現しようとし，積極的

に相手とコミュニケーションを図ろうとする態度が身に付くのではないか。

【視点】

(1) コミュニケーション能力を高める指導法

(2) 教材・教具の開発・整理【外国語活動特別教室の新設】

(3) 児童の興味・関心等学習状況の実態把握及び変容・分析

(4) 外国語活動の全体計画

(5) 研究授業を通した検証 高学年…外国語活動〈２〉

・ 外国語活動の指導案検討は，模擬授業で行う。

・ 略案の提案とする。

＊ その他の学年は，研究テーマとは別に以下のような授業提案を行う。

低学年…国際理解教育（創意で）〈１〉・ＩＣＴ機器活用〈１〉

中学年…国際理解教育（総合的な学習で）〈１〉・ＩＣＴ機器活用〈１〉

・ 指導案検討はなし。略案の提案とする。

・ ＩＣＴ機器の授業提案については，教科・単元を問わない。

５ めざす子ども像

６ 研 究 組 織

外国語を通じて，言語や文化について体験的に理解を深め，積極的にコミュニケーション

を図ろうとする態度の育成を図り，外国語の音声や基本的な表現に親しませながら，コミュ

ニケーション能力の素地を養う。

外国の文化に興味をもち，積極的に相手と英語でコミュニケーションを図ろうとする子ども
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☆ 研究推進委員会（校長・教頭・教務・外国語活動係・研修部員）

・ 研究日程，研究内容の検討を行う。

・ 定例会のほか，必要に応じて随時行う。

☆ 学年部

・ 研究授業の実施，授業の準備（本時の指導案，教材・教具等）

☆ 理論・授業研究班

・ コミュニケーション能力を育む授業のあり方について

・ 外国語活動の全体計画

・ クラスルームイングリッシュの効果的な活用について

・ 指導法の研究，提案

・ アンケートの集計・分析

☆ 環境設営班

・ 外国語活動の環境についての基本的な考え方

・ 英語環境の工夫と実践（外国語活動特別教室の新設，今月の英語の歌）

☆ 研修部

・ 教材に関する資料の収集・提供

・ 指導案検討，授業研究の司会，記録

・ 授業研究のまとめ

・ １年間の研究のまとめ

Ⅳ 研究の実際
１. 平成２１年度(1 年次)

以下の４点を研究の視点にして研究を行った。

○コミュニケーション活動を重視した１単位時間の授業の流れ

・担任だけで行う授業 ・担任と AEA で行う授業

○教材・教具の活用及び開発

・英語ノートの活用など

○国際理解教育と関連させた授業づくり

○研究授業を通した検証

研究の実際は以下のとおりである。

校

長

教

頭

研
究
推
進
委
員
会

研究班

学年部

環境設営班

理論・授業研究班



4

（１） コミュニケーション活動を重視した１単位時間の授業の流れ

本校の指導計画を見直し，児童のコミュニケーション活動がより深まるよう以下のような授業展開

の基本を作成した。

また，担任とAEAで行う授業（TT）

では，役割分担が明確になっておらず，

ＡＥＡにまかせてしまうことがあった

が，以下のように役割分担をし，授業

を展開することとした。

（２） 教材・教具の活用及び開発

① クラスルームイングリッシュの活用

場面に応じたクラスルームイングリッシュを積極的に使うようにするために以下のようなものを

作成し，活用を図った。初めは，活動の始めと終わりのみ使っていたが，子どもへの指示（教師）

や困ったときの返し方（子ども）など少しずつ増やすよう努めた。

コミュニケーションを図

る必要感を児童に持たせ

るためにモデルスキット

をめあて設定の前に位置

づけた。

外国語活動の３つ目標を設定

し，コミュニケーションを意

識して活動できるようにし

た。

活動の始まりと終わりは，

児童・教師ともにクラスル

ームイングリッシュを使

うようにし，英語を使う環

境をつくるようにした。
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① 英語ゲーム集・英語ＣＤの活用

授業の時間だけでなく，朝，帰りの会など

普段の生活の中でも英語に親しむことができ

るようにするため，英語ゲーム集・英語ＣＤ

を作成し，活用を図った。

教師が，クラスルームイングリッシュ

を活用しやすいように授業の流れに沿

って，クラスルームイングリッシュをい

くつか選び，それをスケッチブックに表

し，活用した。
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（３） 国際理解教育と関連させた授業づくり

ＡＥＡとＴＴで授業を行う際は，授業の導入の段

階で，外国の文化や生活の様子を話してもらうよう

にした。また，ＡＬＴとＴＴで授業を行う際は，単

元構成を工夫し，今まで学習した英語での表現を使

ってＡＬＴと直接コミュニケーションをとる機会を

つくるようにした。同じＡＬＴが定期的に授業に参

加してもらうことでより的確に自分の気持ちや思い

を伝えたいという意欲が高まった。

（４） 研究授業を通した検証

（単元名 Lesson8 オリジナル劇をつくろう ２月９日実施）

英語でのコミュニケーション活動をより楽しく，臨場

感あふれるものにするために劇を取り入れ授業を行った。

大きなかぶの話をもとにグループごとで登場人物を考え，

オリジナル劇をつくった。発表会にＡＬＴを招くことを

活動の始めに知らせることで，より正確な発音をするこ

とやジェスチャーをつけることの大切さを意識しながら

練習に取り組む姿勢が見られた。発表後には，劇で登場

したサムライ，ドラえもん，桃太郎など日本独自のもの

をより詳しくＡＬＴに説明する時間も設定し，ＡＬＴと

のコミュニケーションを通して，国際理解も深めること

ができた。

～自己評価カード～ ～指 導 計 画～

ＡＬＴに伝わってよかったという感想

が多かった。

ＡＥＡには，発音。ＡＬＴには，交流

をお願いし，役割を明確にした
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２. 平成２２年度(２年次)

以下の４点を研究の視点にして研究を行った。

○教材・教具の開発・整理【外国語活動特別教室の新設】

○外国語活動の全体計画・国際理解教育（総合的な学習）の指導計画

○児童の興味・関心等学習状況の実態把握及び変容・分析

○研究授業を通した検証 【コミュニケーション能力を高める指導法について】

研究の実際は以下の通りである。

(1) 教材・教具の開発・整理【外国語活動特別教室の新設】

外国語活動及び国際理解教育の学習環境を整えるためにイングリッシュルームを新設した。

外国語活動で３つのがんばり

たいことを前面に掲示した。

ＥＹＥ ＣＯＮＴＡＣＴ

ＣＬＥＡＲ ＶＯＩＣＥ

ＧＯＯＤ ＲＥＡＣＴＩＯＮ

外国語活動で活用する全教材を項目

ごとに分け，活用しやすいようにした。

背面掲示板は，異文化を知るためにものの

名前や英語圏の国々を紹介するようにした。

子どものコミュニケーション活動を支援す

るクラスルームイングリッシュの掲示をし

て，活用できるようにした。
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(2) 外国語活動の全体計画・国際理解教育（総合的な学習）の指導計画

来年度の新学習指導要領本格実施に向け，教育課程の見直しをおこなった。

ア 外国語活動の全体計画

本校の学校教育目標，外国語活動の目標，

研究主題との関連，また学年の発達段階及び

系統性等を考え，右のように外国語活動の全

体計画を作成した。

イ ３・４年生の英会話活動の見直し

スキル重視の英会話活動を見直し，国際理

解教育の一環として英会話活動を位置づけて

いくこととした。具体的には，今年度計画し

ている４年総合的な学習「世界いろいろ発見」

をベースに３，４年に分けて教育課程を作成

することとした。ともにＡＬＴとの交流学を

最終の活動に位置づけた。

Ｈ23 年度 総合的な学習【国際理解の領域】

３年「世界いろいろ発見①」計１１時間

（英会話３時間を含める）

→ 自己紹介の仕方

４年「世界いろいろ発見②」計２２時間

（英会話４時間を含める）

→ 相手のすきなものをたずねる表現

(3) 児童の興味・関心等学習状況の実態把握及び変容・分析

調査方法：アンケート

実施日 ：①平成２１年６月 ②平成２３年１月

英語活動・外国語活動意識調査結果 Ｈ２１とＨ２２の比較 （低・中・高）

英語の時間は好きですか
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英語の歌を歌うこと
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英語活動でゲームをすること
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英語で会話すること
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＜考 察＞

・「英語は好きですか」の設問に対しては，低・高学年は，わずかではあるが，すき・まあまあすきと

答えている児童の割合が増えている。高学年は，嫌いと答えていた児童の割合が９％から４％と減

っている。この結果から高学年になるにつれて英語嫌いが増えているという本校の実態が少しずつ

改善されているといえる。

・「英語の歌を歌うこと」の設問に対しては，すき・まあまあすきと答えている低学年の割合は増えて

いる。中・高学年はあまり変わっていない。

・「英語活動でゲームをすること」の設問に対しては，多くの児童がすき・まあまあすきと答えている。

・「英語をみんなの前で発表すること」「英語で会話すること」などコミュニケーションに関わる設問

に対しては，低・中・高どの学年もすき・まあまあすきと答える児童の割合が大幅に増えている。

特に嫌いと答えていた児童の割合が大幅に減っている。英語を使ってコミュニケーションをとるこ

とに抵抗を感じる児童が減っていると考えられる。

(4) 研究授業を通した検証 【コミュニケーション能力を高める指導法について】

本 時（３／

（１） 目

①

②

③

（２） 語

【

【

（３） 指
日 時：平成 22 年 11 月 ８日（月）5 校時

授業者：横山 邦昭 教諭

単元名：「いろいろな衣装を知ろう I don’t like blue shoes. 」
10

４）

標

買物をする時に必要な表現を知り，買物を楽しむことができる。

【言語・文化についての興味・関心・体験的理解】

自分のほしいものを積極的にたずねたり，相手に買ってもらえるように積極的に声をかけ

たりすることができる。 【コミュニケーションへの積極的・態度】

英語での表現やジャスチャーで自分の考えや思いを伝えることができる。

【基本的な音声・表現への慣れ】

彙・基本文

語彙】（衣服） cap T-shirt pants socks shoes

（色）red blue yellow black green white

基本文】Do you have （色）（衣装）? 例：Do you have blue shoes ?
Yes, I do. / No, I don't . Here are you . Thank you .

導にあたって

５年 外国語活動
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導入【Warming up】の段階では，前時に活用したチャンツで，これまでどのような活動をしたかを

振り返らせる。次に，買物場面のカードを１枚ずつ見せ，買物時にどのような表現を使っているのか

を知らせ，本時の活動をイメージさせる。

展開【Main activities】の段階では，買物時に必要な表現を振り返えらせ，場面をイメージさせなが

ら練習させる。また，買物上手・商売上手になるためには，どのような表現が必要なのかのジェスチ

ャー等を考えさせ，積極的にコミュニケーションできるように表現方法を知らせる。総合案内所を設

け，表現方法につまずいたり，どのようにすればよいかわからなくなった児童は教えてもらえるよう

にしておく。紙幣のやり取りの場を設定し，日常生活に近い環境を作り，表現の必要性と意欲の向上

につなげていく。お客役は，時間内にほしいものをなるべく安くそろえることを目標にさせ，「計画

どおり買う」「他店との比較」を重点にして，コミュニケーションを場を多くしていく。店員役は，

値段を下げすぎないようにするために，売り上げ１０＄以上に設定し，他店との競争意識も持たせる。

また，お客さんに気持ちよく買物をしてもらうための，コミュニケーション（お勧め商品を紹介する

など）を多くする。笑顔を重点にして，コミュニケーションを多くしていく。その際は笑顔もコミュ

ニケーションであることに気づかせたい。

終末【Looking back】の段階では，意欲・話す・聞くの観点で自己評価をさせ，教師側の課題や反

省等の資料として活用していくとともに，児童には今後の活動への意欲につなげさせたい。また，お

客役，店員役の工夫について発表させ，上手くいったことを賞賛し，うまくいかなかった点について

は課題にさせ，次時以降の活動へのに意欲付けを図りたい。

（４）展開

英語活動の流れ

は子どもの Classroom English

教師の支援

は教師の Classroom English ◎は教具等

導

入

5

分

【Warming up】

１ あいさつ

・

・Let's chant「Do you have a cap?」

２ 学習のめあて

（１）Ｐ３４の絵を見て，どんなやり取り

がされているか考える。

（２） めあての確認

○ チャンツを行い，前時の学習を想起させ

る。

○ Ｐ３４の絵を使って買物場面を英語で紹

介し，どんなやり取りがされているのか順に

考えさせ，本時の学習のめあてにつなげる。

展

開

３０

分

【Main activities】

「Do you have ～？」の練習を行う。

４ 買物上手，商売上手になるためには，ど

のような工夫が必要か考え，どのような表

現をしたらよいかを考える。

○カードを使い，Do you have～？ を多く使

うゲームを行う。

○買物上手，商売上手になるための表現方法

や行動について考えさせる。

○英語でどのように表現すればよいか知らせ

たり，考えさせたりする。

日直：Let’s start our English Class.

全員：Let’s start.

Please watch and listen. Listen carefully.

買物上手，商売上手にチャレンジしよう。

・なるべく安くしてあげる

・よびかけ

・笑顔

・計画どおり買う

・他の店と比べる
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５ 客と店員にわかれて，買物を行う。

①あいさつ Hello.

②商品の確認

③支払い（値段交渉）

Thank you.

④あいさつ Good-by.

○紙幣を使い，子どもたちの意欲を高めさせ

る。

○相談所を設け，表現に困った子どもの支援

をする。

○店員役には，笑顔もコミュニケーションの

一つであることを知らせる。

○お客役には３０＄内で買う計画したものを

購入するように指示をする。

○店員役には目標売り上げ金額を設定させ，

値段をさげすぎないようにさせる。

コミュニケーションの一つであることに気

づかせたい。

終

末

5

分

【Looking back】

６ 学習のまとめ

（１） 学習の振り返り，自己評価カードに

記入する。

（２） 本時を全体で振り返る。

７ あいさつ

○ お客役にはどのくらいの金額で全て買い

揃えることができたか，どのような工夫をし

たのか，店員役にはどのくらい売り上げがあ

ったのか，どのような工夫をしたのかを発表

させる

（５） 評価

① 買物をする時に必要な表現を知り，買物を楽しむことができたか。

【言語・文化についての興味・関心・体験的理解】

② 自分のほしいものを積極的にたずねたり，相手に買ってもらえるように積極的に声をかけ

たりすることができたか。 【コミュニケーションへの積極的・態度】

③ 英語での表現やジャスチャーで自分の考えや思いを伝えることができたか。

【基本的な音声・表現への慣れ】

*授業研究より

１ 授業者反省

・いつも通り子どもたちは活動ができた。

・チップをわたす活動を前時も行ったが，本時は，安くしたところではなく，笑顔や丁寧な対応を

したところにわたすよう指導した。

教師：That’s all for the class.

日直：Let's finish the class.

全員：Let's finish.

How was the class today?

I like red.

Do you have

red shoes?

I'm sorry.

(I don't like blue.)

No, I don't .

I have blue shoes.

Yes, Ｉ do.

How mach?

5 $ !!

Here you are.
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・クラスルームイングリッシュが十分に言えなかった。使えるところは，今後も使っていきたい。

２ 質疑応答

Ｑ.前時までの様子は？

Ａ.ほぼ同じ流れで２・３（本時）は行った。２時は，説明が長く活動が短かったが，目標はほ

ぼ達成できた。第１時は，場面絵を見せながら場面を想像させ，基本文を導き出すようにし

た。その後に基本文 Do you have ~. Yes, I have.の練習につなげた。第２時では，好きな色

を明確にした。チャンツは，朝の会でも歌い定着を図った。映像がないとなかなか歌えなか

ったのでイングリッシュルームの時は，絵を使った。

Ｑ. Do you have ~？ Do you like~？など使っている英語の意味はどれくらい理解しているのか？

Ａ.８～９割は理解していたと思う。

３ 意見交換

【コミュニケーションの必要感をもたせる指導について】

・看板や売り上げ等の工夫をさせ，役になりきらせることでコミュニケーションの必要性を感じさ

せるようにさせた。買い物をしている途中に中断し，ひと工夫（本時では，売り物をすべて売る

ために売り手に商品名を言わせるなど）したことで，コミュニケーションしようとする意欲がさ

らに高まった。

・めあての設定の仕方がとても大切ではないか。本時のめあて「買い物上手，商売上手にチャレン

ジしよう」は，子どものコミュニケーションをしようとする意欲を高めるのに適切だった。これ

が，買い物ゲームをしようではそこまで意欲が高まらなかったのでは。How much? May I help

you?などは，もともとの計画にはなかったものだったが，子どもたちが使いたいといって出てき

たものなので大切にしたい。

【自己評価カード】

・何か分からないことがあった時「One more time please」と言えたかなど具体的な評価項目を入

れ，コミュニケーション活動ができていたか見取る学校もある。

・表現についてのふりかえりカードも活用していきたい。

・反省カードの中で困ったことやできたことを書かせたい。

・売り手，買い手それぞれの目標があるが英語で伝えたり，会話ができたりしたか項目を設定すれ

ばよかったのでは。ゲームは目的ではなく，手段であることを忘れずに指導したい。

【その他】

・外国の文化を理解するという外国語活動の目標からすると May I help you?の使い方について後

日でいいので指導したい。（いらっしゃいというような使い方ではない）

４ 学校長より

・外国語活動の目標を意識した指導をしていきたい。

・子どもたちの表情をみていると外国語活動が好きというのが伝わってきた。実態調査の結果にも

それが表れている。

・みんなの前で発表することに抵抗感を持っている児童がいるので，それを取り除くような指導の

工夫をしていきたい。

・積極的に売ったり買ったりしないと今日の活動はできなかったので，コミュニケーション活動と

いった点では充実していた。

板 書

買い手・売り手それ

ぞれの目標・ポイン

トを掲示。スキルだ

けではなく，適切な

コミュニケーショ

ン活動ができるよ

う方向付けをした。



Ⅴ

＜

＜

ず

よ

ス

買い物の様子
お 店

子どもたち自身でお店の名前やアピールポイ

ントなどを書かせ，コミュニケーション活動へ
クラスの半分を売り手，買い手に分け，絶え

１対１のコミュニケーション活動ができる

うにした。基本文の発話だけではなく，ジェ
研究の成果

成果＞

・ １単位時間

・ 担任だけで

・ 模擬授業を

ける具体的

・ クラスルー

るようにな

・ イングリッ

・ 英語嫌いの

とに抵抗を

課題＞

・ 教師のさ

・ コミュニ

・ イングリ

・ 評価方法

チャーやあいさつ
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と課題

の授業の流し方について共通理解し，統一した指導計

行う授業，担任とＡＥＡともにそれぞれの役割分担が

行ったり，ＡＥＡの先生に指導のポイントを教わった

な指導法について知ることができた。（チャンツ，スキ

ムイングリッシュを作成したことで，教師も少しずつ

ってきた。

シュルームを新設し，教材・教具の活用がしやすくな

児童が減ってきた。特に発表や会話など英語を使って

感じる児童が減った。

らなるスキルアップ（クラスルームイングリッシュの積

ケーション能力を高める指導法

ッシュルームの整備（視聴覚機器の常設）

の確立

などを交えてした。 の意欲を高めるよう
画を作成することができた。

はっきりした。

りすることで，英語活動にお

ットなど）

英語を使って授業を進められ

った。

コミュニケーションをとるこ

極的活用）

にした。


